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　「疫病」では，天平 7～ 8（735～ 36）年に大宰府から広がっ
たとされる天然痘の流行，翌年にも疫病（天然痘か）が都
で猛威を振るい貴族の 4割近くが亡くなったことやその後
の大幅な人口の減少が紹介された．日本の外から疫病がも
たらされたとされていることや，大宰府から広がった天然
痘が時を経ずに鹿児島でも流行したことなどからは，遠い
昔にも人の交流が思っている以上に盛んであったことを認
識した．「皰瘡事」という史料からは，天平七 (735)年～
長元九 (1036)年の間に間隔は一定ではないものの，11 回
のパンデミックが起こったということにも，驚くととも
に，歴史が教える事実として心構えをしておく必要性を感
じた．
　「飢え」ではそれと不可分に結びついている天災や疫病
を含め，8世紀半ばからの約 150年間の間に，薩摩・大隅
国に関わるものが 20回記録されていることや，これらの
災いは為政者の徳の薄さが原因（天人相関説）ということ
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が紹介された．
　「噴火」では， 古代の鹿児島県内での噴火事例に対して，
政府がどのような対応をとったのかなどが紹介された．
　筆者は『日本三代実録』の貞観十六 (874)年三月四日と
仁和元 (885)年七月十二日と八月十一日の開聞岳噴火の記
事に関心を持った．この際の火山灰は「青コラ」と呼ば
れ，遺跡でもはっきりと認識することができるため「874
年」という年代を知ることができる鍵層として取り扱われ
てきたが，パックされた土器の考古学側からの年代観と齟
齬が見られることから，再検討の必要性が指摘されるよう
になっている．半ば常識と思われていた事象も再検討の対
象になるという，学問のダイナミックさを感じている．
武藤那賀子氏「大正 8（1919）年のコレラ流行とその影響」
　武藤氏の講演は大正 8年に大流行したコレラが人々に与
えた影響について述べたもので，2017年に執筆した「大
正 8(1919)年の学習院北満旅行をめぐって」（『学習院大学
国際研究教育機構研究年報』第 3号，2017年 2月）とい
う論文を基にしている．
　1919年 5月末に中国南部で発生したコレラは，船や鉄
道路線による人の移動に伴って感染拡大を続け，8月には
中国内陸都市や日本にも広がった．新聞記事を駆使した詳
細な分析の紹介は，コレラの広がりがとてもビジュアルに
迫ってくるものとして伝わってきた．
　これらの感染拡大にどのように対応したのかも詳しく紹
介されたが，感染状況の深刻さによって地区分けして対処
していたことや，コレラワクチンの開発普及が進められた
ことなどは現在の新型コロナ感染症対策と同様であると感
心した．一方で，コレラの感染者は，新聞に個人名や住所，
家族関係も全て載せられることや，罹患者の行方が追えな
くなると新聞で懸賞金がかけられるといった対策があった
ことも紹介された．
　後半では武藤氏が専門とする平安時代を対象に疫病の広
がりや対処方法が紹介された．平安時代にも取られた対処
法，外出の自粛や人どうしの接触をできるだけ少なくする
ことも，武藤氏が述べているとおり，現在取られている方
法と変わらないもので，普遍性を感じられ興味深かった．
もちろん徹底的に実践することの難しさは，昔も今も変わ
らなかったのかもしれない，と想像すると親近感も感じら
れた．
　武藤氏の講演後，質疑応答が行われ，太田秀春施設長の
挨拶で講演会は終了した．講演会の総合的なプロデュース
は学芸員である鐘ヶ江賢二氏によるが，博物館実習の履修
学生が役割分担して積極的に運営にあたっていたことも頼
もしく感じられた．
雑感
　講演を通して，過去においても，病気の流行はスピー
ディーであり，その背景に―流行しやすい条件は今より
整っていたかもしれないが―人々の世界的な移動が思いの
ほかあったことを強く認識させられた．筆者が日常触れて
いる考古資料も，人々の移動や関係を示してくれるもので
はあるが，文献資料から知ることができるダイナミックな
動きにはかなわないと思わざるを得なかった．
　また，歴史から学ぶことの重要性を感じた．それが今か
ら見れば正しいか誤っていたかはともかく，人々が「災害」
にどう対処してきたのかを知ることができる．現在に生き
る私たちは，先人たちの対処法が，うまくいったのか，そ
れともうまくいかなかったのか，という答えまで知ること
ができる．もちろん過去に有効であった方法が現在にも有
効であるとは限らないが，私たちは少なくとも過去におい
ては「正しく」て「効果のある」方法を参照できるのである．
　さらに，正しく恐れることの大切さも感じた．恐れるべ
き対象を正しく理解し，人を傷つけることなく恐れなけれ
ばならない．武藤氏が紹介したようにコレラの感染拡大を
恐れ，個人名や住所までを報道することは，現在からすれ
ば明らかに行き過ぎであり，考えられないことである．し
かしながら，「現在ではこんなことはあり得ない」と断言
できる人は少ないかもしれない．昔に比べると恐れるべき
ものの「正体」を知る機会には恵まれているはずである．
それにも関わらず人々は，あるいは自分はそれができてい
るのだろうか，私たちは過去からも現在からもしっかり学
んで行動すべきであることが求められている．
